
xTool Apparel Printer 
本体仕様に関する重要事項確認書
xTool Apparel Printerの機能・特性に関して、ご購入前に確認していただく事項となります。
お客様におかれましては内容を十分、ご理解・ご納得の上、ご購入ください。

1． 開梱時には、2名以上の人員の確保をお願いいたします。
■xTool Apparel Printerは重い機械の為、機械移動の際は落下や衝突を防ぐために
　機械の移動、持ち運びの際は2名以上の人員を確保してください。

2．製品セットアップ手順や操作手順は、付属の手順書を遵守してください。
■本製品はお客様セルフセットアップ機械となっております。製品を正しくご利用頂くためにも
　セットアップ、操作(印刷、メンテナンス含む)手順は
　本体付属の手順書、説明書を全て確認したうえで、内容を遵守してください。

4． インクボトルへのインク充填は、一色ずつ行ってください。　　　
■インクボトルへのインク充填時はインクが大変飛び散りやすいため、混色を防ぐためにも
　一色ずつ注ぎ口の蓋を開け、行うようにしてください。また、注ぐ色の間違いが無いように
　十分ご注意ください。

3．インクボトルへのインク充填は、インクボトル撹拌後に行ってください。
■インクボトルへのインク充填前に、付属のインクを必ず撹拌したうえで行ってください。
　カラーインク（CMYK）は20回以上、ホワイトインクは50回以上振ってください。
　プリンターのノズル詰まり、および故障の原因となります。

5．自動メンテナンスについて
■本製品は、一定時間ごとにインク詰まりを回避するための自動クリーニングを行います。
　そのため、プリンターの電源は常に入れたままにしていただくようお願いいたします。
　また、自動を問わず、全てのクリーニング時にはインクを各色消費いたします。
　予めご了承ください。

7．シェイカー(MKB-OS1-ASOM)を使用する場合は、集塵機のご利用を推奨します。
■シェイカー(MKB-OS1-ASOM)をご使用の場合、インク中の水分が蒸発することで
　特有のにおいを含む白い煙が機械背面から発生します。
　においと煙の除去を行うために、集塵機（MKB-AP2）のご利用を推奨いたします。

６．本番データ出力前には、ノズルチェックを行ってください。
■プリンター保管中に、ノズルの状態が変化する可能性がございます。
　本番データを印刷する前に、ノズルチェックを行ってノズルの状態を確認し
　正常に全てのノズルからインクが出るか、ご確認ください。
　万が一インクが正常に出ない場合、全てのノズルからインクが正常に出るようになるまで
　ヘッドクリーニング等のメンテナンスを行ってください。

8．転写対象の素材について
■出力したDTFフィルムを転写する対象によって、圧着条件は変化いたします。
　必ず素材ごとに圧着条件のテストを行ったうえで、本番の圧着を行ってください。
　また、同じデータであっても、写する素材によって転写後の仕上がりは異なります。
　ポリエステル素材などはブリード（昇華）が発生する可能性がございますので
　状況に応じて印刷設定、圧着条件の変更を行う必要がございます。
　予めご了承ください。
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14．不具合が発生した場合の対応方法について
■機械本体に何らかの不具合が発生した場合、サポートを正確に行うため
　機械のシリアルナンバー、バージョン情報、動作レポートの提出が必要となります。
　必要に売時てお客様に情報をご共有頂く必要がございますので、予めご了承ください。

11.  メンテナンス・調整について
■修理以外の一般的なメンテナンス、調整は保守内、保証内であっても
　お客様ご自身で行っていただく流れとなります。
　また、お客様の過失やメンテナンス不足が原因で故障した場合は保証・保守期間内であっても
　有償修理となる場合がございますので予めご了承ください。

9.  パウダー塗布から転写までの流れについて
■パウダー塗布方法
　手動でパウダーを塗布する場合
　　・印刷完了後、時間をおきますとインクが乾燥しパウダーが付着しなくなります。
　　・常温環境にて、10分以内にパウダーをかけてください。
　　・パウダー塗布後、不要なパウダーが落ちるようフィルムを裏側から十分に叩いてください。　　・パウダー塗布にムラがある場合、圧着不良などの原因となりますので十分ご注意ください。

■加熱方法
　シェイカー（MKB-OS1-ASOM）を使用しない場合は、
　BAKE2（PCB2-3042）等を使用し、設定温度・時間を守り加熱しください。

■転写方法
　パウダー・フィルムの説明を参照し、加熱温度・時間を守り転写してください。

10.  設置環境について
■設置環境の温度、湿度については温度20-30℃、湿度50-80%（結露なきこと）内での
　使用を推奨いたします。
　温度・湿度範囲外では、プリントヘッドのノズル抜けの原因や、自動メンテナンス時の
　消費インク増加等の原因となりますのでご注意ください。

12.  消耗品について
■以下の消耗品の定期交換が、機械の安定稼働に最低限必要となります。
　交換されず使用された場合、プリントヘッドのノズル抜けの原因やインク漏れの原因となりますので、　十分ご注意をお願いいたします。
　　・ワイパー（経年劣化により変形した場合）
　　　※交換前に必要性を判断するため、弊社へご連絡ください。

13.  廃液の処理について
■プリンターの使用により発生する廃液は、産業廃棄物と同様の処理が必要となります。
　お住まいの地域ごとに決められた廃棄方法で処理を行ってください。


